第11回ＤＰＩ障害者政策討論集会 (しょうがいしゃせいさくとうろんしゅうかい)　開催要綱 (かいさいようこう)
総括 (そうかつ)所見 (しょけん)を活用 (かつよう)し、条約 (じょうやく)の国内 (こくない)実施 (じっし)を進めよう (すす　　　　　)！

◆日時 (にちじ)：12月 (がつ)3日 (か)（土 (ど)）13時 (じ)－18時 (　　じ)30分 (ぷん)、12月 (がつ)4日 (か)（日 (にち)）10時 (じ)－16時 (　　じ)40分 (ぷん)
◆開催 (かいさい)方法 (ほうほう)：ZOOM Webinar
◆参加費 (さんかひ)：無料 (むりょう)

◇主催 (しゅさい)：認定 (にんてい)ＮＰＯ法人 (ほうじん)ＤＰＩ日本 (にほん)会議 (かいぎ)
◇後援 (こうえん)：日本 (にほん)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)総連合会 (そうれんごうかい)、日本 (にほん)教職員 (きょうしょくいん)組合 (くみあい)、特定 (とくてい)非営利 (ひえいり)活動 (かつどう)法人 (ほうじん)　難民 (なんみん)を助ける (たすける)会 (かい)（AAR Japan）
◇後援 (こうえん)、助成 (じょせい)：全日本 (ぜんにほん)自治 (じち)団体 (だんたい)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、東京都 (とうきょうと)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)連合会 (れんごうかい)、日本 (にほん)放送 (ほうそう)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、自治労 (じちろう)東京都 (とうきょうと)本部 (ほんぶ)、
全日本 (ぜんにほん)水道 (すいどう)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、全水道 (ぜんすいどう)東京 (とうきょう)水道 (すいどう)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、全国 (ぜんこく)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)連絡協 (れんらくきょう)議会 (ぎかい)、自治労 (じちろう)都庁 (とちょう)職員 (しょくいん)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、
東京 (とうきょう)交通 (こうつう)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、東京 (とうきょう)清掃 (せいそう)労働 (ろうどう)組合 (くみあい)、宗教 (しゅうきょう)法人 (ほうじん)真如 (しんにょ)苑 (えん)、株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)土屋 (つちや)

■■ プログラム（案 (あん)）■■
※敬称 (けいしょう)略 (りゃく)、順 (じゅん)不同 (ふどう)
12月 (がつ)3日 (か)（土 (ど)）13時 (じ)－18時 (　　じ)30分 (ぷん)
13時 (じ)－13時 (　　じ)15分 (ふん)
・開会式 (かいかいしき)、主催者 (しゅさいしゃ)挨拶 (あいさつ)、来賓 (らいひん)挨拶 (あいさつ)

13時 (じ)15分 (ふん)－15時 (　　　じ)
■全体会 (ぜんたいかい)
8月 (がつ)22日 (にち)-23日 (にち)にスイスのジュネーブで、障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)批准後 (ひじゅんご)初 (はつ)となる日本 (にほん)の建設的 (けんせつてき)対話 (たいわ)（審査 (しんさ)）が開かれ (ひら　　　　　)、日本 (にほん)から約 (やく)100名 (めい)もの障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)、関係者 (かんけいしゃ)が現地 (げんち)に赴き (おもむ　　)、傍聴 (ぼうちょう)及び (およ　　)ロビー活動 (かつどう)を行った (おこな　　　　)。こうした日本 (にほん)の障害 (しょうがい)当事者 (とうじしゃ)や関係者 (かんけいしゃ)の積極的 (せっきょくてき)な取り組み (　と　　　く　　　　)により、9月 (がつ)9日 (か)に権利 (けんり)委員会 (いいんかい)から日本 (にほん)政府 (せいふ)へ提出 (ていしゅつ)された総括 (そうかつ)所見 (しょけん)（勧告 (かんこく)）には、分離 (ぶんり)教育 (きょういく)の中止 (ちゅうし)や精神科 (せいしんか)病院 (びょういん)への強制 (きょうせい)入院 (にゅういん)を可能 (かのう)にしている法律 (ほうりつ)の廃止 (はいし)を求める (もと　　　)など、日本 (にほん)の課題 (かだい)を的確 (てきかく)に指摘 (してき)した内容 (ないよう)となっている。
全体会 (ぜんたいかい)では、障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)副委員長 (ふくいいんちょう)で日本 (にほん)の国別 (くにべつ)担当者 (たんとうしゃ)として総括 (そうかつ)所見 (しょけん)作成 (さくせい)に大きく (おお　　　)かかわっていたキム・ミヨンさんをお招き (　　　まね　　)し、総括 (そうかつ)所見 (しょけん)の内容 (ないよう)や今後 (こんご)の国内 (こくない)実施 (じっし)を進めて (すす　　　　)いくための取り組み (と　く　)について、また、総括 (そうかつ)所見 (しょけん)と同日 (どうじつ)に公表 (こうひょう)された脱施設化 (だつしせつか)ガイドラインについてもお話 (　　　はなし)を伺う (うかが　)。
後半 (こうはん)では、建設的 (けんせつてき)対話 (たいわ)に現地 (げんち)で参加 (さんか)したDPIメンバーを中心 (ちゅうしん)に、ロビー活動 (かつどう)等 (とう)の現地 (げんち)の様子 (ようす)や、総括 (そうかつ)所見 (しょけん)のポイントについてお話し (　　はなし　)いただき、総括 (そうかつ)所見 (しょけん)を活用 (かつよう)した今後 (こんご)の運動 (うんどう)展開 (てんかい)についても議論 (ぎろん)を深める (ふか　　　　)。

13時 (じ)15分 (ふん)－14時 (　　じ)15分 (ふん)　第1部 (だい　ぶ)　「日本 (にほん)の総括 (そうかつ)所見 (しょけん)、国内 (こくない)実施 (じっし)で良い (い　)事例 (じれい)、脱施設 (だつしせつ)ガイドライン等 (とう)について」
報告 (ほうこく)：キム・ミヨン（国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)副委員長 (ふくいいんちょう)）

14時 (じ)15分 (ふん)-14時 (じ)25分 (ふん)　休憩 (きゅうけい)

14時 (じ)25分 (ふん)－14時 (　　じ)45分 (ふん)　「ジュネーブ概要 (がいよう)報告 (ほうこく)」
　報告 (ほうこく)：曽田 (そだ)夏記 (なつき)（DPI特別 (とくべつ)常任 (じょうにん)委員 (いいん)）、降幡 (ふりはた) 博 (ひろ)亮 (あき)（DPI常任 (じょうにん)委員 (いいん)）

14時 (じ)45分 (ふん)-15時 (じ)25分 (ふん)　「総括 (そうかつ)所見 (しょけん)のポイント」
　報告 (ほうこく)：尾上 (おのうえ)浩二 (こうじ)（DPI副議長 (ふくぎちょう)、内閣府 (ないかくふ)障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)アドバイザー）、崔 (さい)　栄 (たか)繁 (のり)（DPI議長 (ぎちょう)補佐 (ほさ)）

15時 (じ)25分 (ふん)-15時 (じ)35分 (ふん)　休憩 (きゅうけい)

15時 (じ)35分 (ふん)-15時 (じ)55分 (ふん)　「ロビー活動 (かつどう)報告 (ほうこく)」
　報告 (ほうこく)：岡本 (おかもと)直樹 (なおき)（DPI常任 (じょうにん)委員 (いいん)、CILふちゅう）、川端 (かわばた)舞 (まい)（つくば自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センターほにゃら）他 (ほか)

15時 (じ)55分 (ふん)　「今後 (こんご)の運動 (うんどう)」
　尾上 (おのうえ)浩二 (こうじ)（DPI副議長 (ふくぎちょう)、内閣府 (ないかくふ)障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)アドバイザー）、佐藤 (さとう)聡 (さとし)（DPI事務 (じむ)局長 (きょくちょう)）、崔 (さい)　栄 (たか)繁 (のり)（DPI議長 (ぎちょう)補佐 (ほさ)）
　コメンテーター：キム・ミヨン（国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)副委員長 (ふくいいんちょう)）

16時 (じ)30分 (ぷん)　終了 (しゅうりょう)
16時 (じ)30分 (ぷん)-16時 (じ)45分 (ふん)　休憩 (きゅうけい)

16時 (じ)45分 (ふん)-18時 (じ)30分 (ふん)
■権利 (けんり)擁護 (ようご)分科会 (ぶんかかい)「精神科 (せいしんか)病院 (びょういん)の『 (「)中 (なか)』 (」)の声 (こえ)から人権 (じんけん)を考え (かんが　)、何 (なに)ができるか考える (かんがえ　　　　)」
日本 (にほん)には精神科 (せいしんか)病床 (びょうしょう)が33.8万 (まん)床 (しょう)あり、これは世界 (せかい)の精神科 (せいしんか)病床 (びょうしょう)の20パーセントにあたる。平均在院 (へいきんざいいん)日数 (にっすう)も全て (すべ　　)の診療科 (しんりょうか)の平均在院 (へいきんざいいん)日数 (にっすう)は29.1日 (にち)だが、精神科 (せいしんか)の平均在院 (へいきんざいいん)日数 (にっすう)は285日 (にち)である。今 (いま)もまだ年 (ねん)単位 (たんい)で入院 (にゅういん)を強いられる (し　　　)精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)が数多く (かずおお　)、病院 (びょういん)の『中 (なか)』に留め置かれて (と　お　　　)いる。その多く (おお　)が、強制 (きょうせい)入院 (にゅういん)を強いられたり (し　　　　)、身体 (しんたい)拘束 (こうそく)を受けさせられたり (う　　　　　　)するなど、何重 (なんじゅう)にもわたる深刻 (しんこく)な人権 (じんけん)侵害 (しんがい)を受け続けて (う　つづ　　)いる。
国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)の勧告 (かんこく)は、日本 (にほん)の精神 (せいしん)医療 (いりょう)の深刻 (しんこく)な立ち遅れ (た　おく　)について、早急 (さっきゅう)な改善 (かいぜん)を強く (つよ )求めて (もと    )いる。今回 (こんかい)の分科会 (ぶんかかい)は、このような人権 (じんけん)被害 (ひがい)に遭った (あ  )精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)の声 (こえ)を聞き (き )、いったいどのようなことが病院 (びょういん)の中 (なか)で起こって (お   )いるのかを知り (し )、私たち (わたし     )に何 (なに)ができるかを考える (かんが     )機会 (きかい)としたい。

○報告者 (ほうこくしゃ)（予定 (よてい)）
・有我譲慶 (ありがじょうけい)（認定 (にんてい)NPO法人 (ほうじん)大阪 (おおさか)精神 (せいしん)医療 (いりょう)人権 (じんけん)センター理事 (りじ)・看護師 (かんごし)）「人 (ひと)としての尊厳 (そんげん)が守られ (まも　　　)、安心 (あんしん)してかかれる精神 (せいしん)保健 (ほけん)の実現 (じつげん)にむけて」として、様々 (さまざま)な情報 (じょうほう)や取り組み (と　く　)をYouTube等 (など)で発信 (はっしん)し続けて (　つづ　　　)いる。
・社会的 (しゃかいてき)入院 (にゅういん)の体験者 (たいけんしゃ)・依頼中 (いらいちゅう)
・強制 (きょうせい)入院 (にゅういん)の体験者 (たいけんしゃ)・小田原 (おだわら)孝 (たかし)（大精連 (だいせいれん)ぼちぼちクラブ）・依頼中 (いらいちゅう)
[bookmark: _GoBack]・身体 (しんたい)拘束 (こうそく)の体験者 (たいけんしゃ)・大橋 (おおはし)聖子 (さとこ)（大精連 (だいせいれん)ぼちぼちクラブ）・依頼中 (いらいちゅう)
コーディネーター：加藤 (かとう)眞 (ま)規子 (きこ)（精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)ピアサポートセンターこらーる・たいとう）
					

12月 (がつ)4日 (か)（日 (にち)）10時 (じ)－16時 (　　じ)40分 (ふん)
10時 (じ)－11時 (　　じ)45分 (ふん)
■国際 (こくさい)協力 (きょうりょく)分科会 (ぶんかかい)「総括 (そうかつ)所見 (しょけん)の国別 (くにべつ)インパクト　ー　勧告 (かんこく)をどう受け止め (う　と　)、どう実践 (じっせん)したか」
障害者 (しょうがいしゃ)権利員会 (けんりいんかい)は、締約 (ていやく)国 (こく)からCRPDの実施 (じっし)に関し (かん　)2年 (ねん)に一度 (いちど)報告 (ほうこく)を受け取る (う　と　)ことになっている。報告 (ほうこく)を読んだ (よ　　)委員会 (いいんかい)からの質問 (しつもん)や建設的 (けんせつてき)対話 (たいわ)を経て (へ　)出された (だ　　　)総括 (そうかつ)所見 (しょけん)にいかに対応 (たいおう)したか他国 (たこく)の例 (れい)を検討 (けんとう)し、今後 (こんご)の日本 (にほん)での参考 (さんこう)とする。

○報告者 (ほうこくしゃ)
＜アジア＞
・韓国 (かんこく)（2014年 (ねん)）　崔 (さい)栄 (たか)繁 (のり)（DPI日本 (にほん)会議 (かいぎ)）
・タイ（2016年 (ねん)）　Arunee Limmanee（ラチャスダ大学 (だいがく)）
・ネパール（2018年 (ねん)）　Anjana K C（ポカラ自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター）
・モンゴル（2015年 (ねん)）　Chuluunaa Andrakhbayar（ユニバーサル・プログレス自立 (じりつ)生活 (せいかつ)センター理事 (りじ)）

＜南米 (なんべい)＞
・コスタリカ（2014年 (ねん)）　井上 (いのうえ)武史 (たけし)（メインストリーム協会 (きょうかい)）

＜アフリカ＞
・交渉中 (こうしょうちゅう)　ビデオ出演 (しゅつえん)

＜まとめ、総括 (そうかつ)コメント＞
・東 (ひがし) 俊 (とし)裕 (ひろ)（熊本 (くまもと)学園 (がくえん)大学 (だいがく)、国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)アドホック委員会 (いいんかい)日本 (にっぽん)政府 (せいふ)代表団 (だいひょうだん)アドバイサー）

休憩 (きゅうけい)（11時 (じ)45分 (ふん)-12時 (じ)45分 (ふん)）

12時 (じ)45分 (ふん)－14時 (　　じ)30分 (ふん)
■障害 (しょうがい)女性 (じょせい)分科会 (ぶんかかい)「6条 (じょう)だけではない！～障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)における複合的 (ふくごうてき)・交差的 (こうさてき)差別 (さべつ)の位置づけ (　い　ち　　　　　　)～」　
国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)では多く (おお　　)の委員 (いいん)から、障害 (しょうがい)女性 (じょせい)への複合的 (ふくごうてき)・交差的 (こうさてき)差別 (さべつ)について横断的 (おうだんてき)課題 (かだい)として、多岐 (たき)にわたる視点 (してん)からの質問 (しつもん)があった。
　そして日本 (にほん)政府 (せいふ)に出された (だ　　　)総括 (そうかつ)所見 (しょけん)には、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)、教育 (きょういく)現場 (げんば)、施設 (しせつ)や病院 (びょういん)での虐待 (ぎゃくたい)など14の条項 (じょうこう)に渡って (わた　　　)懸念 (けねん)や勧告 (かんこく)が書き込まれ (か　こ　　)複合的 (ふくごうてき)・交差的 (こうさてき)差別 (さべつ)問題 (もんだい)は、女性 (じょせい)条項 (じょうこう)と言われる (い　　　)6条 (じょう)の課題 (かだい)であることは言うまでもなく (い　　　　)、権利 (けんり)条約 (じょうやく)におけるメインストリーム的 (　　　　　　　　　　　　　　　てき)課題 (かだい)として認識 (にんしき)される必要 (ひつよう)があることを強く (つよ　　)訴える (うった　　　)ものだった。
　今回 (こんかい)、国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)副委員長 (ふくいいんちょう)のキム・ミヨン氏 (し)から担当 (たんとう)専門官 (せんもんかん)として日本 (にほん)への勧告 (かんこく)における所見 (しょけん)、ジュネーブで直接 (ちょくせつ)対日 (たいにち)審査 (しんさ)に参加 (さんか)した女性 (じょせい)部会 (ぶかい)の藤原 (ふじわら)久美子 (くみこ)常任 (じょうにん)委員 (いいん)、そして研究者 (けんきゅうしゃ)として参加 (さんか)された田中 (たなか)恵美子 (えみこ)氏 (し)からジュネーブでの対日 (たいにち)審査 (しんさ)について報告 (ほうこく)いただき、今後 (こんご)の私たち (わたし　　　　　　)の取り組み (とりくみ)について考えて (かんが　　　)いきたい。
 
○登壇者 (とうだんしゃ)
・キム・ミヨン（国連 (こくれん)障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)副委員長 (ふくいいんちょう)）
・藤原 (ふじわら)久美子 (くみこ)（DPI常任 (じょうにん)委員 (いいん)・DPI女性 (じょせい)障害者 (しょうがいしゃ)ネットワーク代表 (だいひょう)・NPO法人 (ほうじん)CIL神戸 (こうべ)Beすけっと）
・指定 (してい)発言 (はつげん)
・田中 (たなか)恵美子 (えみこ)（東京 (とうきょう)家政 (かせい)大学 (だいがく)）

14時 (じ)30分 (ぷん)-14時 (じ)45分 (ふん)　休憩 (きゅうけい)

14時 (じ)45分 (ふん)-16時 (じ)30分 (ぷん)　
■地域 (ちいき)生活 (せいかつ)分科会 (ぶんかかい)「総括 (そうかつ)所見 (しょけん)、脱施設化 (だつしせつか)ガイドラインから見た (み　)改正 (かいせい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)の到達点 (とうたつてん)と課題 (かだい)」
今年 (ことし)の6月 (がつ)、社会 (しゃかい)保障審 (ほしょうしん)議会 (ぎかい)障害者 (しょうがいしゃ)部会 (ぶかい)において、障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)改正法 (かいせいほう)施行 (しこう)後 (ご)３年 (　　ねん)の見直し (みなお　)について（報告書 (ほうこくしょ)）がとりまとめられた。その報告書 (ほうこくしょ)の内容 (ないよう)をふまえた障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)の改正 (かいせい)案 (あん)が秋 (あき)の臨時 (りんじ)国会 (こっかい)、または来年 (らいねん)の通常 (つうじょう)国会 (こっかい)で提 (てい)出される (しゅつ　　　　　　　　)見通し (みとお　)となっている。
一方 (いっぽう)で8月 (がつ)にはスイスのジュネーブで条約 (じょうやく)批准後 (ひじゅんご)はじめてとなる障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)条約 (じょうやく)の対日 (たいにち)審査 (しんさ)（建設的 (けんせつてき)対話 (たいわ)）が行われ (おこな　　　)、9月 (がつ)には障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)による総括 (そうかつ)所見 (しょけん)が公表 (こうひょう)されている。また、同じ (おな　)タイミングで障害者 (しょうがいしゃ)権利 (けんり)委員会 (いいんかい)の脱施設 (だつしせつ)ワーキンググループによる脱施設化 (だつしせつか)ガイドラインも策定 (さくてい)されるなど、地域 (ちいき)移行 (いこう)の推進 (すいしん)に向けた (む　　)具体的 (ぐたいてき)かつ実効的 (じっこうてき)な取り組み (と　く　)が求められて (もと　　　　　　　　　)いる。
法案 (ほうあん)提出 (ていしゅつ)が予定 (よてい)されている障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)の改正 (かいせい)案 (あん)の内容 (ないよう)は、果たして (は　　　)こうした国際的 (こくさいてき)なトレンドをふまえたものになっているのだろうか。障害者権利委員会 (しょうがいしゃけんりいいんかい)が出した (だ　　)総括 (そうかつ)所見 (しょけん)や脱施設化 (だつしせつか)ガイドラインからみた改正 (かいせい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援 (しえん)法案 (ほうあん)の到達点 (とうたつてん)と課題 (かだい)について議論 (ぎろん)を深めたい (ふか　　　　　)。

○登壇者 (とうだんしゃ)（予定 (よてい)）
・田中 (たなか)　恵美子 (えみこ)（東京 (とうきょう)家政 (かせい)大学 (だいがく)）
・丹羽 (にわ)　彩 (さい)文 (ぶん)（全国 (ぜんこく)地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)ネットワーク事務 (じむ)局長 (きょくちょう)）
・田中 (たなか)　正博 (まさひろ)（全国手 (ぜんこくて)をつなぐ育成会 (いくせいかい)連合会 (れんごうかい)専務 (せんむ)理事 (りじ)）

＊その他 (た)、調整中 (ちょうせいちゅう)
以上 (いじょう)
